
まちなか支局

風 東部は北のち北東、海上は北東やや強い。西部

は東のち北東。

波 15㍍。あすは１のち３㍍。
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山崎高さんしのぶ作品展仙台あすから

山崎高さんの作品展へ向け、会場で準備する
おいの冬太さん（左）と姉歯さん

高
知
市
出
身
の
画
家
山
崎
高

こ
う

さ

ん
（
１
９
２
１
〜

）
を
し
の
ぶ

初
め
て
の
作
品
展
が
６
日
、
仙
台

市
青
葉
区
広
瀬
町
の
個
人
宅
で
始

ま
る
。
「
ス
タ
イ
ル
画
」
で
戦
後

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
を
け
ん
引
し

た
故
・
長
沢
節
さ
ん
（
会
津
若
松

市
出
身
）
と
組
み
、
イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
お
い
で

元
東
北
学
院
大
教
員
の
山
崎
冬
太

さ
ん

‖
塩
釜
市
‖
が
、
会
場

を
提
供
す
る
友
人
の
姉
歯
栄
子
さ

ん

と
企
画
し
た
。

日
ま
で
。

入
場
無
料
。

高
さ
ん
は
戦
前
、
満
州
（
中
国

東
北
部
）
で
建
築
設
計
の
仕
事
を

し
て
い
た
が
、
終
戦
間
際
に
現
地

で
召
集
さ
れ
て
参
戦
し
、
３
年
半

の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
経
験
し
た
。

帰
国
後
は
東
京
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
長
沢

さ
ん
と
名
を
上
げ
た
が
、
抑
留
で

患
っ
た
肺
の
病
気
で
療
養
。

歳

を
過
ぎ
て
富
山
県
で
陶
芸
家
に
転

身
し
、
最
後
は
鳥
取
県
南
部
町
で

文
芸
同
好
会
に
加
わ
っ
た
り
、
墨

絵
教
室
を
主
宰
し
た
り
し
て

歳

で
亡
く
な
っ
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
華
や
か
な
世

界
に
身
を
置
い
た
高
さ
ん
だ
が
、

金
銭
や
名
誉
に
興
味
が
な
く
、
作

品
展
を
開
い
た
こ
と
も
な
か
っ

た
。
死
後
、
作
品
は
冬
太
さ
ん
が

預
か
り
大
切
に
保
管
し
て
き
た
。

今
回
は
ス
タ
イ
ル
画
や
裸
婦
画
、

油
絵
、
陶
器
の
ブ
ロ
ー
チ
、
墨
絵

な
ど

点
を
展
示
す
る
。

冬
太
さ
ん
は
「
叔
父
は
過
酷
な

戦
争
体
験
が
影
響
し
て
、
最
後
は

世
捨
て
人
の
よ
う
に
生
き
た
。
作

品
だ
け
は
わ
が
子
の
よ
う
に
愛
情

を
か
け
、
決
し
て
売
ら
な
か
っ
た
。

無
名
の
画
家
だ
が
多
く
の
人
に
見

て
ほ
し
い
」
と
来
場
を
待
ち
わ
び

て
い
る
。

布
を
使
っ
た
姉
歯
さ
ん
の
ク
ラ

フ
ト
作
品
も
合
わ
せ
て
展
示
す

る
。
会
場
は
仙
台
市
青
葉
区
広
瀬

町
５
の

、
午
前

時
か
ら
午
後

４
時
半
ま
で
。
連
絡
先
は
山
崎
冬

太
さ
ん
０
９
０
（
２
９
９
９
）
６

３
９
４
。

戦
後
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
で
活
躍

山
崎
高
さ
ん

む
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む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む
む

販
売
エ
リ
ア
を

〜
１
０
０
区

画
設
け
る
予
定
で
、
出
店
者
を
広

く
募
集
し
て
い
る
。
衣
類
や
家
具
、

本
、
手
作
り
の
商
品
と
い
っ
た
物

販
の
ほ
か
、
占
い
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
可
能
。

出
店
料
は
１
区
画
（
２
平
方
㍍
）

当
た
り
１
０
０
０
円
。
出
店
者
に

は
当
日
会
場
で
使
え
る
５
０
０
円

の
商
品
券
を
配
る
。

大
町
地
区
は
江
戸
時
代
に
「
御

譜
代
町
」
と
呼
ば
れ
、
商
人
の
町

と
し
て
栄
え
た
歴
史
が
あ
る
。
近

年
は
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
周
辺
の
発
展
と

と
も
に
徐
々
に
商
店
が
減
少
。
市

地
下
鉄
東
西
線
大
町
西
公
園
駅
の

開
業
や
、
周
辺
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開

発
で
に
ぎ
わ
い
が
期
待
さ
れ
た

が
、
昼
間
人
口
が
少
な
く
飲
食
店

の
売
り
上
げ
も
伸
び
悩
む
。

事
務
局
の
高
橋
輝

あ
き
ら

さ
ん

は

「
地
域
住
人
同
士
の
交
流
が
少
な

い
の
が
現
状
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

と
一
緒
に
御
譜
代
町
の
新
し
い
魅

力
を
つ
く
れ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
目
指
す
」
と
語
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
午
前

時
〜
午
後

３
時
。
普
段
は
日
中
に
休
業
す
る

地
区
内
の

の
飲
食
店
も
特
別
に

営
業
し
、
食
事
や
酒
類
を
提
供
す

る
予
定
。
出
店
申
し
込
み
は
御
譜

代
町
商
人
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
先
着
順
で
受
け
付
け
て
い
る
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇
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⊃

大町 日商人組合が初企画

出店募集飲食店も特別営業

店
舗
前
の
販
売
エ
リ
ア
予
定
地
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
高
橋
さ
ん
（
右
）
ら
商
人
組
合
メ
ン
バ
ー
‖
２
日
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⊃

仙台市青葉区大町２丁目で 日、店

舗前のスペースや駐車場を活用したフ

リーマーケットイベントが開かれる。

地元の商店会御譜代町商人組合が交流

促進や活性化を目指し、初めて企画。

組合メンバーは「売る人も買う人も気

軽に参加し、大町の雰囲気を知っても

らいたい」とアピールする。

蔵王連峰を描いた自身の作品を見詰める山家さん

河
北
美
術
展
顧
問
で
柴
田
町

の
画
家
山
家
利
治
さ
ん

の

油
彩
画
展
が
、
同
町
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
「
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
無

む

可
か

有
う

の
郷
」
で
開
か
れ
て
い
る
。

日
ま
で
。
入
場
無
料
。

蔵
王
町
出
身
の
山
家
さ
ん
が

幼
少
期
か
ら
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

に
す
る
蔵
王
連
峰
の
新
緑
や
紅

葉
、
雪
化
粧
な
ど
四
季
折
々
の

風
景
画
を
は
じ
め
、
画
題
用
に

自
ら
育
て
た
果
物
や
花
を
描
い

た
静
物
画
な
ど
、
豊
か
な
色
彩

と
繊
細
な
筆
遣
い
で
描
い
た
新

作
含
む

点
を
展
示
す
る
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

代

か
ら
描
き
続
け
て
い
る
、
無
表

情
の
人
物
を
組
み
合
わ
せ
没
個

性
の
現
代
人
を
表
現
し
た

号

サ
イ
ズ
の
「
人
間
図
鑑
」
シ
リ

ー
ズ
の
作
品
も
あ
る
。

山
家
さ
ん
は
「
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
作
品
か
ら
お
気
に

入
り
を
見
つ
け
な
が
ら
、
日
常

を
忘
れ
て
芸
術
の
秋
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
話
す
。

午
前

時
半
〜
午
後
５
時
。

連
絡
先
は
無
可
有
の
郷
０
２
２

４
（
５
６
）
３
５
８
４
。

蔵
王
連
峰
の
四
季

色
彩
豊

に
表
現

柴
田
・

家

油

自由 求めるアート集結

多
彩
な
作
品
が
並
ぶ
会
場

仙
台
関

ら

グ
ル
ー
プ
展
に

点

仙
台
市
太
白
区
の
テ
キ
ス
タ

イ
ル
作
家
関
レ
ー
コ
さ
ん

と
、
美
術
活
動
を
通
し
て
知
り

合
っ
た
市
内
の
友
人
ら
３
人
と

の
グ
ル
ー
プ
展
「
Ｂ
Ｏ
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ａ
Ｎ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
（
ボ
ヘ
ミ

ア
ン
・
ア
ー
ツ
）
」
が
青
葉
区

の
中
本
誠
司
現
代
美
術
館
で
開

か
れ
て
い
る
。
９
日
ま
で
。

若
林
区
の
東
北
少
年
院
と
青

葉
女
子
学
園
で
美
術
を
教
え
る

関
さ
ん
。
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
」
に

は「
自
由
を
求
め
て
さ
ま
よ
う
」

と
の
意
味
を
込
め
た
。
出
展
し

た

〜

代
の
男
女
３
人
と
は

「
ア
ー
ト
に
対
す
る
姿
勢
が
共

通
し
て
い
る
」
と
い
う
。

会
場
に
は
、
写
真
や
ア
ク
リ

ル
画
を
布
に
プ
リ
ン
ト
し
て
縫

製
し
た
服
、
水
彩
画
、
ボ
ー
ル

ペ
ン
画
な
ど
約
１
０
０
点
が
並

ぶ
。
体
に
宝
石
が
付
い
た
美
し

い
ヘ
ビ
の
絵
を
プ
リ
ン
ト
し
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

作
品
が
目
を
引
く
。

就
労
支
援
事
業
所
で
働
く
平

塚
優

ゆ
う

光
こ
う

さ
ん

‖
若
林
区
‖

は
小
学
生
の
頃
、
関
さ
ん
か
ら

美
術
な
ど
を
習
っ
た
。
図
鑑
を

参
照
し
、
マ
サ
バ
や
メ
ジ
ナ
な

ど
１
０
０
種
類
以
上
の
魚
の
絵

と
解
説
文
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
精

緻
に
描
写
。
魚
の
切
り
絵
な
ど

も
展
示
す
る
。

関
さ
ん
は
「
渇
望
や
苦
悩
か

ら
生
ま
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

午
前

時
〜
午
後
６
時
。
入

場
無
料
。
火
曜
休
館
。
同
館
０

２
２
（
２
７
２
）
７
１
０
０
。

ど
う
す
る
空
き
家

活
用
方
法
を
学
ぶ

県
セ
ミ
ナ
ー
に
１
０
０
人

県
は
、
空
き
家
対
策
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
を
県
庁
で
開
い

た
。
空
き
家
管
理
の
代
行
な
ど

を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
空
家
・

空
地
管
理
セ
ン
タ
ー
」
（
埼
玉

県
）
で
代
表
理
事
を
務
め
る
上

田
真
一
さ
ん

が
空
き
家
の

活
用
方
法
を
紹
介
し
た
。

空
き
家
の
放
置
は
遺
産
相
続

が
発
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
指
摘
。
物
品
の
処
分
や

家
の
売
却
を
巡
っ
て
「
遺
族
間

で
感
情
的
な
議
論
に
な
り
、
手

続
き
が
停
滞
す
る
」
と
解
説
し

「
持
ち
主
が
元
気
な
う
ち
に
家

族
で
話
し
合
う
こ
と
が
必
要

だ
」
と
提
案
し
た
。

２
０
１
８
年
の
総
務
省
住
宅

・
土
地
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

県
内
で
別
荘
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
の
空
き
部
屋
を
除
く
空
き
家

は
５
万
２
０
０
戸
あ
る
。
人
口

減
少
に
よ
り
今
後
増
加
が
予
想

さ
れ
、
倒
壊
な
ど
周
辺
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。
セ
ミ
ナ
ー

は

月

日
に
あ
り
、
市
町
村

関
係
者
や
一
般
市
民
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。
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